議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成23年11月22日(火)

午前10時～午前11時52分
場　所　長久手町役場　2階委員会室
出席者　委員長　伊藤祐司、副委員長　じんの和子、
　　　　委員

田崎あきひさ、正木祥豊、加藤和男、
木村さゆり、原田秀俊、　　

議長　丹羽茂雄、副議長　水野とみ子、
町長、総務部長、
総務部次長兼人事秘書課長、

議会事務局長、同局長補佐、同専門員

１　あいさつ
　　議長

 　 町長

２　議題

（１）　平成23年第４回長久手町議会定例会について

　ア 付議予定議案について

　　 　総務部長が議案第62号から第82号まで、及び同意案第６号を説明した。

      　　　

　イ 会期日程等について

　　 議会事務局長が説明し、11月30日（水）～12月19日（月）までの20日間で確認した。

　　　

　ウ 議事日程について

　　 議会事務局長が第１号から６号まで提案し了解された。

　エ 常任委員会の日程について

　　 議会事務局長が総務まちづくり委員12月９日（金）・文教福祉委員会12日（月）・建設環境委員会13日（火）を提案し了解された。

  オ　一般質問について
　　 議会事務局長が受付は11月24日（木）午前８時30分から25日（金）正午まで、受付順番は先着順、午前８時30分前は議員間で調整するとして提案し了解された。

　カ その他
　 　本会議での委員長報告の順番について
　　・本会議での委員長報告の順番が不統一であるので、議案順にするか審議順にするかを
決めてもらいたい。

　　・議案番号をつける際に、各課単位でまとめて番号をつけることはできないか。

　　・議案番号の順序は決算、予算、条例その他、同意というようなルールがあるので難し
い。
ルール内で各課単位にまとめることは可能である。町側と協議する。

　　 （結論）

　　　本会議での委員長報告の順番は議案順とする。

（2） 議会改革について
　　ア　日進市議会報告会を傍聴して
　　　・日進市議会報告会では、議員各位が公正を期して行っていた。決算特別委員会の委
員長報告が中心でフリートークもあった。日進市民会館のように広い会場で行うこ

とは無難である。
　　　・日進市議会報告会は、参加者人数が90人程度で、約半数が近隣市町の関係者だった。

一般住民の参加者が少なかったのは、広報に案内は出したが、議員からの声掛けを行
わなかったからである。日進市議会のように一度は全議員で報告会を行った方がいい。
地域別で行うと内容が偏ってしまう。
　 　・市民の関心が少ないと感じた。日進市議会のように全議員で行うのがいい。内容を精

査して継続的に行える報告会にした方がいい。
　　 ・日進市議会報告会では、議会の総意を報告するという内容で、議員個人の主張は入ら
ないものだった。議会報告会の中には、議員個人の主観や思いを含めた内容のものも
ある。日進市議会では、委員長報告が中心だったが、一般質問を発表する内容があっ

てもよかった。司会から受付まですべて議員でやっており、内容についても精査する
必要があると感じた。また、名東区選出の市議会議員が行った市民団体主催の議会報
告会では、メインテーマ、サブテーマを設けて、議員５人が出席して、党の考えを含
め個人的な主観を述べていた。メインテーマが「減税について」、サブテーマが「海

外視察について」「政務調査費について」で、フリートークもあった。

　　 ・豊田市議会報告会にも行った。日進市議会と同じやり方で、委員長報告を中心にして
いた。全議員が出席し、２カ所で行っていた。中心部での開催では参加者や意見等も
少なく、郊外で行った報告会の方は来場者は多かった。日進市議会でもそうだが、普
通に議会だより等の報告だけでは住民は来ないと感じた。また、名東区選出の市議会
議員の議会報告会はテーマが決まっており、議員個人の考え方を述べており、住民側
から見ても興味を持てた。
     ・議会の情報公開が主眼で議会だよりを中心とした内容だった。もう少し市民との意見

交換に時間を取った方がいいと感じた。そのためには議員がもっと勉強しなければい

けない。

     ・各議員の思いが伝わることが必要で、そのためには各小学校区ごとに５～６人体制で

行った方がいい。

　　 （結論）

　　　議会報告会については、今日は他市議会報告会の傍聴の報告、意見に留める。

　　　

　　 （休憩：11:12～11:20）
　　イ　議会基本条例、学習会について
・議会基本条例を策定するにあたり、長久手の歴史を勉強するため、学習会の講師を　　

　愛知県立大学の山村亜希氏にお願いしている。来年の２月中旬なら引き受けること　

　ができるとのことである。

　　　 （結論）

　　　　学習会を来年２月中旬に開催できるように、愛知県立大学の山村亜希氏に正式に講

　　　　師依頼する。また、「長久手誕生100年」を新議員に配布する。
　　　 （議長）
　　　　取手市議会基本条例（案）、取手市議会報告会アンケート結果、流山市議会基本条例　

　　　　策定特別委員会報告書を参考資料として全議員に配布する。
　　　 （副委員長）

　　　　議会運営委員会の行政視察を検討している。三重県伊賀市議会に議会基本条例と議
　　　　会報告会とセットで日帰りの視察ができればと考えている。
（3） その他

　　ア　選挙管理委員等の選考結果について

　　　　選挙管理委員会委員及び選挙管理委員会委員補充員候補者名簿を配布。選挙管理委

　　　　員の欠員に対する補充員の順番を決定。担当委員は補充員に順番を通知する。
イ　専決処分規程の改正の最終日上程について

　　　　町長の専決事項指定についての一部改正についてを最終日に上程する。改正内容
　　　　は「町長」を「市長」に、「町」を「市」に改めるものである。提案者は副議長、賛
　　　　同者は議会運営委員とする。
　　ウ  二市一町議長懇談会の報告について（11／９）
　　　 （議長）

        11月９日（水）に尾張旭市で二市一町議長懇談会が開催され、一部事務組合の議員
　　　　報酬について話し合った。尾張旭市が月額5,500円、瀬戸市が日額7,300円、長久
　　　　手町が愛知中部水道企業団の年額４万5,000円でどうかと提案した。一度持ち帰っ
て各市町で議員に打診することになった。２月８日（水）に再度、三市議長懇談会
が開催されるので意見集約したい。
　　　 （結論）

　　　　一部事務組合の議員報酬については、11月30日（水）の本会議初日の散会後に議
　　　　長が全議員に話をし、12月７日（水）の一般質問最終日に意見集約する。

　　エ　議会に関する規定及び規則の改正について
　　　　議決の必要がない議会に関する規定及び規則を改正する。長久手町議会個人情報保
　　　　護規程、長久手町議会傍聴規則、長久手町議会議員政治倫理条例施行規則、長久手
　　　　町議会公印規程の４つがある。改正内容は基本的に条文中の「町」を「市」に変え
るものである。
　
　オ　２市１町議員研修会（１／19）について

　　　　２市１町議員研修会を１月19日（木）に開催する。
　カ　議員控室のパソコンをバージョンアップしたことについて

　　　　議員控室のパソコンをバージョンアップした。
・次回の議会運営委員会は11月29日（火）午後１時から開催。






